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東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（東扇島地区）で
～ 防災訓練を実施します ～

川崎港東扇島地区の東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（以下「防災拠点」）は、平時

は「東扇島東公園」として平成２０年４月から多くの方に親しまれておりますが、首都

直下地震等の大規模災害発生時には、海上輸送を中心とした緊急物資の中継基地、自衛

隊等の広域支援部隊がベースキャンプを行う施設として機能することになります。

関東地方整備局は、災害発生時に迅速かつ効率的な緊急輸送が出来るよう、色々な事

態を想定した訓練を実施するなど、川崎市をはじめとする関係機関との連携に努めてお

ります。

平成２４年２月１日（水）に災害時に防災拠点の機能を速やかに発揮するための応急

復旧作業を中心とした訓練を実施します。

一般の方が見学できる観覧席を設けておりますので、ぜひご参観ください。

また、防災に関する知識を深めていただくために防災パネルを展示しておりますので、

併せてご覧ください。

詳細は別紙のとおりです。

※取材を希望される場合は、１月３１日(火)１２時までに別紙にて事前登録をお願いし

ます。なお、延期の場合は登録された連絡先へ直接ご連絡します。
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別 紙

防災訓練の実施について

１．訓練概要

本訓練は、首都直下地震等の大規模かつ広域的な災害が発生し、東京湾臨海部基幹的広

域防災拠点（東扇島地区）が岸壁周辺の破損や液状化現象による不陸等の被害を受けたと

想定し、速やかに機能が発揮するための適切な応急復旧体制の確立と災害対応能力の向上

を目的としています。

今回の訓練では、「作業員参集訓練」、「障害物調査訓練」、「応急復旧訓練」、「エアテン

ト設営訓練」「照明機材等展開訓練」及び「ヘリポート駐機スポット設置訓練」を実施し

ます。

一般の方が見学できる観覧席を設けておりますので、是非ご参観下さい。

また、防災に関する知識を深めていただくため、防災パネルを展示しますので、併せて

ご覧下さい。

２．実施場所：東京湾臨海部基幹的広域防災拠点（東扇島地区）【東扇島東公園】

東扇島３１号岸壁及び荷さばき地

３．訓練日時

平成２４年２月１日（水）訓練実施時間 １３：００～１６：００

【予備日：２月７日（火）同時間】

受付場所・時間は「訓練会場案内図」のとおり

４．訓練項目

・先遣隊及び作業員参集訓練

海上輸送による職員、復旧作業員の参集

・障害物調査訓練

３１号岸壁の前面海域にて船舶ソナーによる海底障害物調査

・応急復旧訓練

①３１号岸壁グレーチング脱落復旧－仮設橋架設

②荷さばき地の液状化不陸の復旧－備蓄砕石と敷板による復旧

・エアテント設置訓練

１５ｍ×１１ｍ×６ｍのエアテント２張を連結設営

・照明機材等展開訓練

備蓄投光器５０台を敷地内に配置点灯、大型照明に発電機接続点灯

・ヘリポート航空灯火設置訓練

夜間着陸のために備蓄してある航空灯火を設置点灯

・ヘリポート駐機スポット設置訓練

備蓄敷板による駐機スポットの設置

５．訓練参加機関

主催：関東地方整備局

参加機関：内閣府、川崎市、（社）日本埋立浚渫協会関東支部、川崎港運協会

防災エキスパート



⑥

各訓練実施場所

①先遣隊及び作業員参集訓練
②障害物調査訓練（前面海域で実施）

⑥照明機材等展開訓練－防災拠点全域

③応急復旧訓練①（グレーチング脱落復旧）

⑦ヘリポート航空灯火設置訓練

⑧駐機スポット設置訓練

応急復旧訓練②で使用
する砕石の採取場所

④応急復旧訓練②（液状
化による不陸復旧） ⑤エアテント設営訓練化による不陸復旧） ⑤エアテント設営訓練

応急復旧のための先遣隊が関東地方整備局港湾空港部（横浜庁舎）から船舶にて参集します。

①先遣隊及び作業員参集訓練（１３:１５～１３：２０）

応急復旧のための先遣隊が関東地方整備局港湾空港部（横浜庁舎）から船舶にて参集します。
応急復旧に従事する作業員が横浜港南本牧地区から船舶にて参集します。

防災拠点

関東地方整備局
港湾空港部

横浜港南本牧地区横浜港南本牧地区



緊急物資を輸送する船舶が係留する耐震強化岸壁前面（東扇島３１号岸壁）に障害物等がな

②障害物調査訓練（１３：２０～１４：００）

緊急物資を輸送する船舶が係留する耐震強化岸壁前面（東扇島３１号岸壁）に障害物等がな
いか、船舶のソナーにより調査する訓練を実施します。

耐震強化岸壁（東扇島３１号岸壁）耐震強化岸壁（東扇島３１号岸壁）

耐震強化岸壁のグレーチング落下や岸壁背後の陥没の応急復旧として、仮設橋を設置す※

③応急復旧訓練①（１３：２５～１５：２０）

耐震強化岸壁のグレ チング落下や岸壁背後の陥没の応急復旧として、仮設橋を設置す
る訓練を実施します。

※鋼材を格子状に組んだ溝蓋

岸壁背後の陥没岸壁背後の陥没

耐震強化岸壁
（東扇島３１号岸壁）（東扇島３１号岸壁）

グレーチングの落下

岸壁背後の陥没
2005.3 福岡県西方沖地震

出典：耐震強化岸壁の機能を確保するための耐震スロープの提案、
（独）港湾空港技術研究所 耐震構造研究チーム



④応急復旧訓練②（１３：３０～１５：４０） ⑤エアテント設営訓練（１３：３０～１４：３０）

液状化現象により生じた不陸を砕石、敷鉄板、プラスチック敷板などにより応急復旧、フォークリフトにより作業性を確認液状化現象により生じた不陸を砕石、敷鉄板、プラスチック敷板などにより応急復旧、フォ クリフトにより作業性を確認
する訓練を実施します。

し
しし
き

復旧訓練位置 エアテント設営訓練

液状化による被害
1995.1 阪神淡路大震災

出典：神戸 災害と戦災資料館、
神戸市行財政局行政監察部庶務課

液状化した地盤を重機
にて応急復旧する。

応急復旧した地盤に敷板
等を敷設し、フォークリフト
にて作業性を確認する。

夜間の作業性確保のため 照明機材の展開及び大型照明施設に発動発電機を接続して

⑥照明機材等展開訓練（１５：００～１５：４５）

夜間の作業性確保のため、照明機材の展開及び大型照明施設に発動発電機を接続して
点灯する訓練を実施します。

照明機材

既存照明施設

発動発電機



ポ 夜 装 設 する 練を実施 ます

⑦ヘリポート航空灯火設置（15:00～15:30） ⑧駐機スポット設置訓練（14:20～15:30）

ヘリポート夜間照明装置の設置する訓練を実施します。
芝生へ敷鉄板、ウレタン製敷板を敷設し、ヘリコプター駐機スポット
を設置する訓練を実施します。

風向指示器

境界誘導灯

境界灯

境界誘導灯

ウレタン製敷板（１０ｍ×１０ｍ）
敷鉄板（１０ｍ×１０ｍ）



訓練会場案内図 

 

本部テント（受付）

● 

※ご来場者におかれましては、本部テントにて受付をお願いします。１２時３０分より受付を行います。 

※公共交通機関でお越しの方は、市バス「川０５系統 東扇島循環」に乗車し、「東扇島東公園 

前」で下車願います。 

※お車でお越しの方は、各駐車場入口より入場し所定の駐車場に駐車願います。 

案内図 

    

 

 

 



ＦＡＸ送信表

関東地方整備局港湾空港部

港湾空港総室　宛

FAX番号　０４５－２１１－０２０３

防災訓練取材申し込み書

会 社 名

担 当 者 名

連絡先：部署等

電 話 番 号

取材体制 ： 人数

レポーター 有無 有 無

インタビュー有無 有 無

連　絡　事　項

連絡事項欄は、インタビュー内容や担当者が訓練によって異なる場合等適宜ご利用ください。

※電話、Ｅ－ｍａｉｌでも登録いただけます。

※インタビュー内容についてこちらから問い合わせをする場合がございます。

■連絡先

〒231-0003　横浜市中区北仲通5丁目57番地　横浜第２合同庁舎１４Ｆ

電話：０４５－２１１－７４０７ ＦＡＸ：０４５－２１１－０２０３

E-mail　info-i83ab@pa.ktr.mlit.go.jp

※ご提供いただいた個人情報は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律にのっと
り、本件に関するご連絡のみに利用し、厳正な管理により取り扱います。
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